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私は「疑間に思つたこと」は、徹底的に調べ

る様にしています。その結果、相手のウソやご

まかし、間違いを明らかにした例はいくつもあ

ります。例を挙げます。ある会社の素行が気に

なり「排出業者のマニフェスト」と「処理場の

計量票」を突き合わせたところ、産業廃棄物を

処理場に運搬していた会社の同じナンバーの車

が、同じ日の同じ時刻に別々の処理場に現れる
「不可解な事実」を見つけ「ウソ」を暴きました。

元副町長との面談では「停電があつたかも」「時

計が故障していたかも」と業者側の弁解的説明。

私は「警察による調査依頼」の要望書を提出。

が、それつきりでした。安平町議会には、私

のような議員が絶対必要です。体験的にそ

う確信します。

(プロフィール)

● 昭和 18年、小樽市生 まれ。

小樽桜陽高校卒業。

北大 (水産学部)を卒業。
学校事務職員を経て、高校の

教員として5つの高校に勤務。
● 平成 16年 3月 、厚真高校 を
最後に退職。

●「安平文芸の会」会長

(第 8号～第 17号廃刊・会の
解散まで)

● 平成30年 安平町議会議員選挙

初当選

● 令和 4年 安平町議会議員選挙
11票差で落選
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